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摂
済
畢

葡
発
畢
圃
民
経
済
亜
誌
第
三
十
六
智

東

四

戟

(批
詳

一i
Tf
)

論

議

明

治

十

七

年

の
産

業

政

策

(農
商

務
省

出
版

『
輿
糞

意
見
』
の
批
評
及
紹
介
)

土

用

貞

次

郎

明
治
維
部

以
後
現
今

に

萱
.e<
月
本

の
経
済

状

態

は
産
農
革

命

の
時
代

光

る

W
同
時

に
重
商

達
哉

の
輝
代

筏

む
き
｡

此

間

に
日
本
国

民

が

十
八
九
世
紀

の
新

教

明
を
採
用

し
大
企

発
親

織

を
尊
慮

せ
し

め
た

る
鮎

よ
り
見
れ

ば
之

を
座
薬
革

命

の
時
代

と

グ
ム

乙
だ
固
よ
り
不

可
な

け

れ
普

も
.此
度
柴
革

命

を
以

っ
て
英

国

の
座
薬
革

命

に
比

す

る

だ
鳶

は
両
者

の
問

に
著
大

在

a

差
異

の
存
在

す
る

rJ
E
を
威

せ

き
る
髄

は
す
｡

何

と
な
れ
ば
英

国

に
赦

け

渇

1
七

六

Q
率
乃

第
三
十
六
魯

(糾
八
三
)

飴

説

明
溶
十
七
年
の
産
襲
政
箕

第
四
鹿

一



秦
三
十
六
巷

(拘
八
四
)

論

説

明
滑
十
七
年
の
兼
業
改
発

帝
相
銀

二

重
二

八
三

〇
年

少
産
糞

革

命

は
其
以

前

に
養

は
れ

た

る
民
間
賓
糞
界

の
財
力

智
カ

の
成
熟

も

洩

る
結
果

に
し

て
経
路

思
想

上

に
は
自

由
軍
義

が
蓉
達

し
'ア
ダ

ム
･ス
ミ

ス
の
自

由
演

等

の
理

想

が
漸
-
賓

際

改
発

上

に
勢

力

を
獲

つ
ヽ
あ

c
L
時
代

怒
れ

皆
も
'明
治

の
日
本

に
於

い
て
は

自

由
生
義

の
勢

力

は
嘩

妙

て
軟
弱

に
し

て
其

所

謂
産
業
革

命

の
異
相

は
賓

に
政
府

の
先
導

の

下

に
食

n
れ
光

る
国

民
的

改
革

に

外
在
ら

ず
o

即
ち
無
意

識

に
凍

P｡
光

る
自
然

の
敬
遠

に
あ

ら

ず

し

て

一
部
政

治
家

の
決

心
努
力

に
依

C

て
其
由

緒

を
開
き
た

る
79
の
在

り
.

而

し

て
此

時

に
督

-

て
日
本

の
.賓
兼
界

如
ち
町

人
階

数

は
未
だ
自

力

を
以

っ
て
ー欧
米

の
新
文

明
を
移
植

す

る
程
度

に
蓮

せ

ぎ
り
し

か
ば
偏

に
政
府

の
保
護
奨

励

に
依

頼
せ

き
る
を
得
ず
｡

か
-

し
て

三
富

諸

侯

の
下

に
分
割
せ

ら

れ
光

る
隣

民
経
済

は
疲

一
せ

ら
れ
支

此
統

一
に
必
要

在

る
資

本

主
義

の
精

神

は
養

成

せ
ら
れ

た

り
｡

是

正

に
十

六
七
世

紀

に
於

け

る
英

偽

の
重
商

主
義

だ
其

軌

を

i
に
す

る
在

b
G

抑

々
明
治
維
新

の
初

め
日
本

の
政
治
家

が

7
番

に
国
家

第

1
の
要
務

だ
認

め
た

る
は
欧

米

列
強

の
魔
力

に
射

し

て
歯

槽

の
猶

立

を
維
持

し
､大

に
富

観

強

兵

の
策

を
講

じ

y
彼

正
常
階

す

る
の
国

力
を
養

ふ

に
あ

り
｡

鷹
番

置
験

の

l
泰

に
依

り
金
団

の
人
カ

ビ
財
力

だ
を
結
束

せ
し

抄
､叉
知
識

を
世
鼎

に
求

め
て
新

制
度
新

技
術

の
輸

入

に
努

め
た

る
が
如
き

は
皆
彼

等

が
欧
米



だ
日
本

だ
固
カ

の
程
度

甚
だ

し
く
異

b
t之

を
自

然

に
放
任

す
れ
ば
終

に
は
猫
丑

を
失
ふ

の
危

険

あ

る

rJ
}J
を
悟

り
L
が
食

め
覆
う
｡

故

に
明
治

の
允
愛

着

は
政
治
家

も
尊

者

79
督

熱
烈

な

る
愛

国
者

に
U

y
其
主
張

す

る
所

の
政
策

は
悉
-
国
家

重
義

在
り
.

征
韓

論

の
破
裂

し
た

る

後

民
権
伸
碇

の
輿

論
起

り
感

に
西
南

役
以
鐘

に
至
り

て
〟
自

由
桑

及

改
進
藻

の
蓮
勧

ど
な
り
夷

兼
併

国

風
及
英

臨

風

の
自

由

主
義

を
標
摸

し
た
ら

だ
碓

79
'是
決

し

て
個
人

の
権

利
を
以

っ
て

歯
家

の
干
渉

だ
対

立
せ

し

め
A

w

す
る

に
罪
や

し

て
唯
昏

時

の
為
政
者
た

る
藩
閥

の
専
横

を

攻

撃

す

る
の
み
｡

7
度

催
約

改

正
叉

は
朝
鮮
事

件

の
如

き
封
外

問
題

に
逢
着

す
る
や
所

謂
民

権

論
者

は
忽

ち

猛
烈

在
る
国
権
論

者

}J
な

る
を
常

w
L
た

h
｡

且
民
諭

を
揖
導

す

る
79
の
は

大

抵

志

を
得

き

る
士

族

に
し

て
農

民
叉

は
商

人
に
あ

ら
ず
｡

政
裳

は
農
民

叉
は
番

人

の
階
駿

運
動

に
あ
ら

ず

し

て
藩

閥

に
封
す

る
葬

藩
閥

の
琴
な

ら
O

さ
れ

ば
露
済

政
策

の
範
段

に
あ

り
､

て
弘
政
府

が
国

民

の
産

業

を
保
護

奨
励

し
指
導

誘

按

す

べ
き

は
常
食

の
任
務

だ
せ
ら
れ
'議

論

の
存

す
る
所

は
国
家

干
渉

の
可
否

よ
り
も
寧

ろ
干
渉

の
方

法
如

何

に
あ
-
O

田
田
卯
富
民

の

束

東
経
準

難

詰
は

明
治
十

二
年
以
凍

自

由
貿
易

諭

を
喝

へ
て

1
部

の
輿
論

を
潜
量

し

た

る
の

軌

あ

る
も
､自
由

放
任

は
唯

理
論
家

の
問

題
た

る

に
止

り
'賓
際

に
は
唯

藩

閥

政
府

の
偏
頗

な
る

干
渉

を
攻

撃

す
る

の
具

ど
な
b
L

の
み
｡

明

治
十
年

よ
i,
二
十

年
ま

で
の
問

に
朝

野

の
議
論

鹿
三
十
六
番

(四
八
五
)

論

説

明
治
十
七
年
の
産
業
政
策

夢
阿
蘇

三



喪

三
十
六
懸

濁

八
頻
)

論

説

明
渦
十
七
串
の
慮
策
政
鷲

第
四
歯

周

を
沸

騰

せ

も

め
ね

る
電
鋳

政
策

上

の
大

問

題

は
北
海
道
官
有

物
沸

下
草

伸
度

三
菜
食

敵
助
成

塵

問
題

に
t

で
糞

に
保

護

政
策

の
方

針

に
蘭

す
る

乙

だ
有
り
｡

蓋

し

明
治

警

初
年

に
あ

り
て

故
麻

が
轟

鴻
保
護

改
発

と
行
は
事

F,J
せ

ば
経
済

上

の
改
革

は
仝
-
之

を
望

む

べ
か
ら
す
'或

は

銭
返

電
倍
海

運
嚢

山
等

の
標

も
外
国
企

業
者

の
掌
軽

す

る
所

だ
在
り
し
な
ら

ん
｡

例

へ
ば
海

運
兼

は
圃
防

止

の
必
要
保
件

･d
し

て
政
府

の
浮

き
保
護

を
加

へ
た

る
所
な

h
L

が
'若

し
舟

の

如

き

保
〉護
在

か
-
し

在
ち
ば

日
本
近
海

の
航
路

は
外
囲
倉

敷

に
要

す
の
外

耳
き
状
態

在
.Ja
き
.

放

心
胡
治

十
六
七
年

の
頃

三
菱

の
滞
占

を
攻

撃
す

る

も

の
も
.を

の
所

謂
濁
古
的
保

護

を
撤
麿

し
て
包

由
読

替

を
賓

現

せ
ん

1J
試
み

る

rJ二
,J
覆
工
却

っ
て
別

に
政
府

の
保
護

の
下

に
共
同
蓬

鹿

骨

歓

を
設

立
し

三

二
琴

9
勢
力

に
瀞
挽

せ

ん

と
し
､間

も
な
-

南
政
を
食
併

し

て
日
本
郵
触

督

敵

を
軍

く

る
に

至
れ

h
O

要

す

る
忙
明
治

の
癖

済

政
策

は
英
偽

の
重
商

重
義
せ
同

じ
く

国

力

の
封
建
的

に
分
裂
し

た

る

を
統

1
し

て
外
国

に
封
暗

せ

ん

だ
す
る
も

の
に
し

て
経
済

上

の

馨
連

を
個

人

の
自

由

活
動

に
萎

す

る
が
如

き

は
束
だ
之

を
思
ふ

の
逮

夜

か
ら
し

亡

い
は

ざ
る

を
得

ず
｡

計
由
蔑
や

の
単
著

孝
b
L

中
江
兆

民

は
其
晩
年
(明
治

三
十

四
年
)り
著

述

在

る

『

一

報

有

年
』

に
我
国

の
政

論
家

が

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
派

の
凝
済
撃

に
誤

ら
れ

て
政
府

の
保

護

干
渉

h
l
批
准

)
.政
府

鴻
漆
其
批
難

を
恐
れ

y
徹
底

し
光

る
保

護
政
策

の
遂

行

に
遅
疑

す
る

乙
雪
を



説

旦

8
本

に

7
人

の
コ

ル

ベ

ー
ル
在
さ

を
嘆
息

も
煎
れ

せ

4
'英
俳

の
辞
意

家

は
h
見

れ

ば
明

治

時
代

は
即
ち

日
本
ゐ

フ
ル
べ

-
〝
時
代
な

ら
'吾
人

が
事

賓

に
就
き

て
東

商
毎

歴
史

を
比
較

す

る
だ
き

亦
同

r
の
結
静

に
達

す
O

兆

民
居

士
､の
如

き
は
政
治

上

の
自

由
を

主
張

す

る
に
急

進
的

在

h
L
如

-
麓
韓

上

の
改
革

に
も
亦
急
進

を
好
み
L

が
故

に
嘗
局
者

の
慮
密

を
手

取
る

し

瞥
見

y
此

言
を
虜
し

光

る
怒
ら

ん
｡

〓

此

の
如
-

明
冶

町
代

は
概

し

て
重
商

主
義

の
時
代

挙
れ

皆
も
'四
十
鎗

年
周

の
改
発

を
詳
細
-

に
琴

槍

す
る

亡
き

は
種

々

の
塵

化
あ

る

乙

だ
言

を
侯

た
す
O

政
治

上
経
.@

上

の
改
革

の
進

街

に
鷹

ヒ

て
産
業
発
願

に
封

す

る
施

設

79
亦

推
移

せ

き

る

.,(
か
ら

す
｡

曹

局
者

の
出
廃
交

替

に

依
h

七
も
方

針
を

舜
夏

す

る

乙
W
あ

･9
.

且

外
囲

に
於

け

る
思

想
丘

の
頻

動

に
影
響

せ

ら

る

る
麟
亦
少

か
ら

き
る

.I(
し
｡
､
縫

y
免

等

の
事

情

を
研
究

す

る
は
我
等

が
今
夜

の
事

業

に
し

て

今

之

を
詳
論

す

る

乙

だ
能

は

き
れ
皆

も
､此

に
紹
介

す

る
所

の

『
輿

発

寒
鬼
』

の
出

版

ru
れ
光

る
明
治

十
七

年

が
如

何

在

る
時
期

在

り
し

か
を
概
観

す

る

必
要
あ
G
｡

維

新

.e
l罪
動

大
久

保
利
通

が
明
治
十

一
年

五
月
十

四

日
遭
難

の
数

時
間

前

一
地
方
官

に
語

第
三
十
六
番

(四
八
七
)

論

祝
′

明
斡
十
七
年
の
塵
光
政
繁

帝
四
妨

五



撃
二
十
六
魯

(四
八
八
)

論

説

明
渦
十
七
年
の
産
業
政
策

第
四
沸

＼

六

も

し
言
.に

『
維

新

以
寒

既

に
十
年

を
審

過

し
た

れ

哲

も
有
事

創
始

の
時
期

に
し

て
内

外

の
事

件

額

韓

し
治
績

の
見

る

べ
き

も

の
潔

し
.

然

れ

皆

も
今

や

中

和

に
在

も
光

れ
ば
恵

よ

b
常

初

の
目
的

に
向

つ
て
進

む

べ
し
｡

凡
を

明
治

元

年

よ

り
十

年
ま

で
は
創

糞

の
暗
夜

Q
｡

十

l
年

よ
A
二
十
年

ま

で
は
宜

し

-
内

治

を
整

へ
開

カ

の
充
賓

を
固

る

べ
L
o

二
十

l
年

よ

り
以

後

の
十

年

間

は
大

成

の
時

怒
ら

ん
』

W
あ

う
｡

革

質

も
亦
大

鰹

に
於

い

y
此

言

の
如

し
｡

政
府

は
創

費

の
努

帝

に
職
造

電
信

を
設

汐

で
人
心

を
新

に
し
'四
年

層

薄

霞
煤

を
断

行
し
'次

で

武
家

の
食

藤

を
麿

し

て
合
図

徴

兵

の
制

を
以

っ
て
之

に
代

へ
'叉
各

国

の
土

地

調

査

を
行

び
く
財
政

の
基

礎

在

る
地

租

を
硫

T
L
､か
-

て
欧

米

の
模

範

に
依

b
国

民
覇

1
の
菜

を
進

め
た

れ

哲
79..

元

年

東

北

の
風

に
次

い
で
七

年
佐

賀

の
乱
､毒

簡

征

討

の
役

あ

う
'叉
熊
.
本
､山

口
等

の
軌

あ

り

で

十

年

西
南

の
役
ま

で
動

揺

止
ま

き
ち
dLO
十

年

以
後

平

和

時
‥代

だ
在

b

て
政
府

は
盛

に
産
菜

改
発

な
行

ふ

乙
亡
を
得

光
り
｡

'
即

ち

五

年
以
葬

の
計
測

在

る
模

範

工

場

及

模
範

農

場

を
茂

唐

し

光

る
外
'十

一
年

始

め

て
千

二
百

五

十

苗

圃

の
内

閲

各
債

を
募

集

し

て
職
造
､築

辞
､寒

路
､疏
水
'

館

山
等

の
L
工
事

を
各

地

に
起

し
'曇

に
食

頑

を
致

債

に
代

へ
た

る
四

十

寓

の
士

族
を

し

て
都

塵

発

に
向

は

し

め
ん

こ

ぞ
を
期

せ

ち
0

是

に
於

い
て
民

間

に
は
十

年

よ

-
十

二
年

ま

で

の
間

に

百

五

十

三

の
閲

立

銀
街

設

ま

せ

ら

れ
'耽
幣

の
濫

費

に
倖

ふ
好
景

克

時

代

を
現
出

せ

ち
一｡

yb
れ



督

十

三
四

年
以
後

濯
済
界

の
反
動
期

'3
人

･e/
政
府

も
幾
分

開
馨
発
願

の
方
針

を
改

め

て
極

力

整

理

に
勉

吟
特

に
免
換
制

圧

の
確
立

!3
重
力

せ

り
｡

而

し

て
此
整

理

の
成

る
や
賓

菓
静

思
再

び
活

況
を
豊

し
十
九

年
滋
痩

二
三
年

の
問

に
十
数

個

の
盤
要

な

濁
餓
造
倉

敷
設
立

せ

ら
れ
'叉

紡
績
業

の
費

達

を
鬼
光

D
｡

政
府

の
個
別
的
保
護
な

-
t

y
/大
金
筆

の
設

立
せ
ら

れ
L
は

此

時
以
彼

の
事

に
し

て
株
式
満

場

の
番
達

も
亦
之

よ

り
始

ま

ら

し

在

り
.

但

し

日
清
戦
争
以
後

も

1
殻
的

法
令

の
下

に
す
る
保
護
奨
魔

策

は
盛

に
街
は
れ
､叉
健
約

改

正

だ
共

に
翰

入
閥

税

に

依
右

工
糞

保
護

が
賓
現
せ
ら
れ

た

D
.

此

の
如
き

経
済
上

の
産

藩
ゼ

正

並

ん

で
政
治
上

の
思
想

も
亦

種

々

の
挺

儀

を
凝
た

ら
し
雪

√

概

し

て

S

へ
ば
明
治

の
′初

年

に
は
所

謂

『萄

寮

の
随

智

を
破

る
F

の
趣

意

に

七
億

窓
共

に
徳

川

時
代

の
萄
慣

恕
破

痩

す

る

に
停

dV
政
府

の
虜

す
所

は
進
歩

に
輿

し

て
保
守

々
胡

斥

し
光

り

t

に
､明
治
十
年

以
後
民

間

の
政
治
蓮

執

焼
潮

だ
在

る

七
及

び
て
漸
-
保

守
主
義

に
周

回
す

る

の
必
要

を
威

じ
光

カ
｡

明
治
十

四
年

閥

愈

開

設

の
勅
諭

を
下

).b
れ

し
後
政
府

は
勉

め
y

民
諭

を
抑

へ
'伊
藤
博
文

が
憲

法
取

調

の
盛

砂
歓
洲

に
沢
遺

せ
ら

る

1
や
童

だ
し

て
保
守
的

な

名
将

逸
帝
国

に
畢

ぽ

ん

}J
も
た

ら
｡

而

し

て
前

に
は
諸

般

の
改
革

を
属

す

に
米
国

を
範

だ
せ

L

が

此
頃

よ
も

嘱
過

を
尊

ぶ

の
風
あ

D
｡ゝ

教
育

法

に
も
釆
国
風

切
直
捻

九
を

止

め

て
欠

に
図
解

を

撃

二
十
六
拳

(珂
Å
九
)

論

執

明
治
十
七
年
の
鹿
弊
政
柴

草
g
:淑

女



弟
三
十
六
蓉

(幽
九
〇
)

鎗

祝

均
袷
十
七
中
り
鹿
策
改
発

蒔
田
鍍

凡

主
張

し
､政
治
熱

の
単

機

に
入

る

乙

}J
A
J
妨
げ

た

h
O

さ
れ

ば

『
興

発
意

鬼
』

の
鵠

版

ru
れ

た

る
明
治

十
七

年

は
雀
蜂
界

の
反
動
期

た

-
し

だ
同
じ

-
改

消

上

に
於

S
で
も
反
動

期

に
属
し
.

前

の
放
漫

在

る
助

長

政
策

に
対

し

て
束
縛

手
段

を
用

ぴ
ん

だ
し
た

る
時
代

在

り
き
｡

常

時
農

商

務

大
輔

で
し

て
産

業

行
政

の
大
綱

を
銃
.ぺ
た

る
品
川

爾

二
郎

は
膏

田
轍
蔭

の
円

に
出

で
後

年

凍
寒

干
渉

を
以

っ
て
有
名

4,,
在

り
し

保
守
的

政
治
家

に
L

y
.明
治

三
年
二

八
七

C
)年
)巴
里

に

y
龍

城

し
た

る
後
棒

じ

て
戦
勝

の
濁
泡

に
留

畢

し
光

る

rJ
だ
あ

り
｡

品
川

が
何

程
燭
逸

の

畢
問

を

岨
噂

せ
し

か
に
灘

き
吾

人

は

冒
m
川

手
解
倦
』

(村

田
峰

次
郎
薯
)よ
り
は
何
事

を

も
畢

ぶ
健

は

き
れ

せ

雪
同
氏

の
保
守
的
傾

向

が
＼反
動

時
代

の
産
業

行
政
を

指
導

す

る
に
適

し
た

る

は
疑

ふ

べ
か
ら
す
｡

≡

『
興
業
意
鬼
』

は
農
商

務
省

の
常

局
番

が

『
一
定

の
針

路

に
舵

も
太

に
漉

す

あ
ら
ん
と

し

て
』

或

は
東
員

を
合
駒

にこ
派
遣

し
或

は
材
料

を
地
方
鹿

に
求

め

て
我
国

の
塵
糞

を
調

査
し
光

る
結

果

を
報
食

す

る

～
共

に
産
業

改
発

上

の
意
見

を
述

･,(
溌

る
/も

の
に
L

v
･和

装

活
版
刷

三
十
冊

よ
b
成

る
O

執
筆

者

は
長

-
同
省

に
あ

b

y
政

に
次
官

に
昇

進

し
た

る
前

田

正
名

在

り
し

こ



亡
は
同
氏
著

『
所
見
』
(明
治

二
十
五
年
出

版
非

質

量

の
肘
鉄

に
依

h

て
知

る

べ
L
o

前

野

は

明
治
七

年
備

国

に
赴
き

て
産
菜

行
政

を
畢

び
元

久

保

に
用

払
ら
れ

三

二
田
育

種
場

最
先

b
し

こ
W
あ

り
､晩

年

に
は
猫
力

各
地

同
発
粗
食

の
聯
食
骨

を
組
織
し

た
る
等
産
業

行
政

に
終
始

し

た

冬
国

士
的
人

物

在

Q
O

同
氏
自

ら

『
興
業
意
見
』

垢
碁
普

時

の
革

を
語

h

『
身
を

挺
し

て

難
局

に
曹

b
叉
億

鳳

を
し
て

葦
夜
勤
穿
文
臣

の
本
分

を
丑

さ
し

b
o

是
将

校

が
兵
卒

を
据
揮

し

て
蹄
煙
輝
雨

の
問

に
馳
騒

す
る

W
向

.一
事

在
ら
ず

や
然

る
に
指
し

て
以

っ
て
逆
億

だ
云
ふ

猶
h

金

の
名

巷

を
致
傷

す

る
の
み
在
ら
ず
併
せ

y
僚
虜

英
人

の
動
労

を
容

ふ
す
る
も
の
な
ら
』

羊

い
･
へ
る
を
見
れ

ば
其
苦

心

の
大

在
b

し

こ
だ
監
察

す

る
に
足
れ

り
｡

此
書

は
綱
領
､緒
言
'現
況
'原
因
'参
考
'精
神
'国
力
'地
方
'方
針

の
九
.編

よ

り
成
り
'其
孟
要
部

は
現

況
､原
由
'滴

柵
､方
針

の
四
編

に
あ

溝
が
如
L
o

即
ち
農

工
商

に
就
き
明
治
十
七

年

の
現
状

不
振

在

る
次
第

を
述

べ
､次
に
如

何

に
し

て
此
不

振

に
隅

･Ja
し

か
の
原
因

を
論
究

し
､依

っ
て
之

を
振

興

す

る
に
必
要

覆

る
政
策

を
考

へ
､其
根

本
精
細

だ
具
陳
的
手
段

即
ち
方
針

を
明

か
に
す

る
塚

か
j

此

何
編

以
外

に

て
参
考

の
編

に
は
徳
川
時
代

に
於

け
.る
名

君
資

粕

の
産
業
政
策

の
模
範

的

怒

る
も

の

だ
偽

白
菜

の
三
国

の
事
例

亡
を
述

べ
威

力
及
地
方

の
二
編

絃
人

口
適

梼
由

畑
'山

林
及
重
要

物
産

の
塵
報
に
圃

す

る
統
計

を
輯
銀

せ
D
｡

塵
考

の
内

に
て
外
国

の
事
例

を
寒

中

第
三
十
六
魯

(四
九

〇

斡

祝

明
始
十
七
年
の
真
筆
政
驚

第
四
餅

九



弟
三
十
六
番

(四
九
二
)

翰

試

明
治
十
七
年
の
遵
米
政
策

雰
朗
妨

一〇

る
に
備

英
取
囲

の
塞
商

主
義

時
代

の
諸

政
農

を
述

べ
ず

し

て
僅

か

に
併

白

の
特
殊
銀
行
'商

業

魯

議

所
'英

国

の
商

業
慣

習

を
語

る
に
止

も
し
は
本
音

の
鹿

の
準
舟

と
の
調

和

を
紋
き
'編

者
の

畢

苑
を
疑

は
し

ひ
る
も
の
在
れ
皆

も
其

徳
川
時
代

の
事

例

に
囲

す
る
も

の
は
米

津

の
織

物
､漣

蛙

の
砂
糖
虜

州

の
陶

器
､姫

路

の
木
綿

等

の
蓉
達

を
考

へ
'中

村
藩

に
行

払
光

る
二
宮

尊

徳

の
輿

閥
安

民

法

を
説

き
'又
商
業

市
場

の
慣

習
'商
家

雇

人

の
夢
､商
家

株
式

の
事
藤

間
粗
食

の
事

等

を

示

し
'本
書

の
精
神

の
基

-
厨

を
理
解
せ

し

ひ
｡

蓋

し
明
治

の
政
治
家

が
財
政
経
済

の
醇

を
執

る
に
昏

り

て
最

も
多

-
塵
考

}J
有
ら
し

は
萄

時
代

に
諸

藩

に
於

5,
て
彼
等
自

ら
経
験

せ

し
所
､

叉
は
其
先

輩

よ
り
問
き
し

所

在
も
し

.u
想
像

せ
ら

る

ヽ
在
も
｡

本
書

の
要
旨

は

精
紳

編

の
中

に
由

で
光

る
左

の

二
項

に

て
知

る
可
L
o

率
先

者
た

る
を
忌

る

.,(
か
ら

gb
る
事

我
政
府

は
維
新

の
初

め
率
先

し

て
閲

進
を
問

う
非
常

の
英

断

を
以

っ
て
四
民

の
検
束
､を

弛

め
各

其

欲

す

る
所

に
向
は
し

め
其
凝
達

の
自

由

怒
ら

ん

rj
E
を
務

め
た

り
期

の
如

き

は

古

今

再
開

の
史
乗

に
徴
す

る

に
未
曾
有

の
特
典

覆
り
0

然

る

に
惜
し

む

べ
し
我
国

民
は
政
府

の
誠

意

の
存

す
る
朗

を
解

せ
ず
自

由

の
賜

も

の
む

利
用

す
る
を
知

ら
す
却

て
自
ら
窮

因
を

招
き
,其
極
超

に
世

を
怨
み

上

を
磯

ち
窓

風

を
増

し



弊

習
を
長

じ
蓬

に
政
府

常
初

の
異
意

に
背

弛

す

る
に

至
れ

-
0

四
民
既

に
政
府

の
誠
意

を
容

ふ
せ

り
藩

び
之

を
検
束

し
今

日
の
弊
啓

を
矯

正

し
宙

は
率

先

し

て
督
励

の
目
的

を
連

す
る

の
方

向

敬
取

る

べ
き

は
政
府

昏

然

り
職
務

に
し

て
竜

鴻
顧

慮

す

i,(
さ

に
あ
ら

ざ

る
覆
り

.

農
工
商

は
検
束

を
要

す
る
撃

今

や
人

口
を
開

け
ば
資

本
映

芝

せ
h
金

融
逼

迫

せ
b
速

か

に
金
融

の
道

を
開
き
資

本

h
J

助

け

き

る

べ
か
ら
す

だ
云

ふ
も

の
多

し
蓋

し
英

一
を
知

て
英

二

を
知
ら

5'J
る
79
の
在

Lb
凡

を
農

工
商

は
質

に
資

本

の
み

を
以

っ
て
済

す

べ
か
ら

冴

る
79
の
多

L
o

響

へ
ば
滑
は

衛
生

の
如

し

人

の
病

に
綴

る
や
薬

餌

}J
滋
養

物

を
要

す

芭
難

も
名

寮

は

必

ず

蘇
生

の
法

を
厳

に
し
病

者

及
看

護

者

を
L

P
之

を
守
ら

し

ひ
若
し
擁
壁

法
立

允

き
れ

ば

薬
餌

も

滋
養

物

も
英

数

を
秦

す
る

乙
ざ

韓

は

き
れ

ば

有
り
.

地

政

に
今

農
工
商
救

済

の
計
量

を
為

す

に
常

も
翠

に
薬

餌

を
投
ず

る
の

｣
方

を
考

へ
て

腐
生

の
如

何

を
顧

み

き
る
に
於

s
V
は
治

療

の
敦
決

し

て
奏

し
難

し

と
す
殖
産
興

業

の
方

法
は
軍

に
資

本

七
要

す

る
79
の
あ

b

W
雄

も
法
梓

選
別

の
カ
最

7?
数
あ

る

rJ
E
を
耕

別
せ

き

る

.,(
か
ら
す
｡

弟
三
十
六
番

(,掴
丸
吉

紗

耽

明
治
十
七
鍵
の
産
業
政
文

弟
四
鱗

小
一



撃

ニ
十
六
番

(拘
九
E
)

静

観

明
治
十
七
年
の
産
業
政
繁

簡
図
解
,

≡

本
書
編
者

の
意
見

に
壊

れ
ば
明

治
政
府

は
四
民

に
率
先

し
て
新
事
業

を
起
し
光
れ
せ

7g
野

原

の
綾
宜

し
き

を
得

冴
る
が
為

軌
に
未
だ
能
-
其
敦

を
秦

す

る
に
垂
ら
す
し

て
却

ウ
y
四
民

を
窮

乏

に
掲
ら

し

め
允

h
.

而
し

て
其
失

敗

の
成
因

の
重

要

在

る
7g
の
は
萄
隙

に
頻

る
検
束

を
解
き

で
営
業

の
自
由

を
許

し
た

る

の
み

に
y
新

し
き

法
親

の
制
限

を
加

へ
き
る
に
あ
-
O

農

工
商

は
資

本

を
滋
義

物

だ
し
法
親

の
L検
束

を
放
ノ塵
接

ビ
在
す

も

の
在
れ
ば
翠

に
資

本
を
輿

へ
て
鐙

巷

を
宜

し

か
ら
し

め
ん

だ
す

る
も
其

目
的

を
逮

す
る
熊

は
す
｡

硫
生

法
を
完

か
ら
し

ひ
る
薦

め
に
干
渉
束
縛

を
行

ふ
は
政
府

の
職
分

在
り
｡

四

『
我
国

封
建

の
時

日
泰
重
囲
を
以

て

-
世
界

だ
属
し
大

小

二
盲

六
十
有
僚
藩

の
諸

侯
其
閥

に

覇

立
し

て
閥

を
属
し
封
土

の
贋
狭
土
地

の
肥
椿
各
異

同
あ
わ

し

ど
雄

も
概

ね
栂
陀

立
し

て
譲

ら
ず

士
風

を
励

ま
し
農
業
を
勧

め
工

を
助

け
商

を
治

め
検
束
庇

保
至
ら

き
る
所

有

か
h
き
賓

に
能
-
カ
を
鼓
せ

h

I,J
i.
ふ

べ
し
加
之

風
俗

を
察

し

y
四
民
を
孝

弘
風
土

を
考

へ
て
富

源

を

開

け
h

賓

に
鰭
-

心
を
用

ぴ
た
り

だ

S
ふ

ぺ
し
』

『
是

時

に
菅

で
や
国
力
生
活
知
識
車

乗

の
四
着

偏
軽
侮
蚕
な
ら
ず
擁
-
其

卒
均

を
保

y
h
甲



漆
′紛
士

埜
乙
津

の
士

に
譲

ら

ぎ
ら
ん

だ
し
乙

地

の
工

は
甲
地

の
工
に
劣

ら

fTu
ら
ん

寸J
L

四
民

濃
発

を
磨
き
各

準

は
日
本
聴
界

細
常

の
轟

準

孝
虚

し
状
民

を
し

て
日

本
世
界
初
皆

の
生
活
を

袋

さ
し

む
る

fJ
tJ
を
勉

吟
允

も
故

に
圃

は
圃

W
耕

す

.,f
y
人
は
A

w
耕

す

べ
き

地
位

に
あ

h

し

な
b
prJ』

′
然

る
に
明
治
十
七
年

に
於
ゆ

る
人
民
の
生

活
は
如

何
卑

る
状

態

に
あ

り
や
｡

士

族

は
如
何
'

慶

長
は
如

何
'工
務

捻
如

何
｡

『
士
族
は
概

ね
其

邸
宅
静
物
を
質

量
し
叉
恩
賜

の
藤
券

に
耗
れ
今

術

数
債
密

書
を

所
有

す

る
も

の
は
僅

か
に
十

中

の
二
三

に
過
ぎ
ず
農
家

は
充
分

に
肥
料

を
入

る

べ
き
カ

在
き

よ
り
牧
盛

も
盛

時

の
竿

に
減
じ
累
年
負

債

の
盛

砂
に
責

却

し

た
る
田
畑
山
林

も
之
を
償

ふ

rJ
と

倦
は
ず
甚

だ
し
き

は
寒
村
駒
租

の
返

金
-
塞
き

で
盈
費

魔
界

を
受

け
ん

だ

滞

る
も

切
あ

砂
部

街

は
専

ら
財
産
調

の
寮
務

多
L
SH
商

は
寂

AfJ
し

て
顧
客

の
塵

を
絶

ち
車
夫
'

日
傭
'凝
商
盛

雄
龍
等

の
末
葉

に
樽
ず

る
7g
の
日

に
英
数

を
加

ふ
是
を
似

て
財
生

が
擁

す

る
所

の
抵
皆
品

は
次
第

に
其
債

を
失
し
貧
富
交

主
其
渚

を
央

し

て

l
般

生

活

の
皮
は
婿

に
低
下

に

僚

か
ん

だ
す
』

く

に
至
れ

り
｡』

然
れ

せ

79
･つ
ら

つ
ら
近
漆

の
有
琴

を
見

る

に

『
質
素
菌

に
防

h

Y
塵
許

せ

舞
三
十
六
番

届

丸
善

静

観

明
治
十
七
年
の
産
集
政
乗

算
矧
醜

三



弟
三
十
六
番

(
四
九
大
)

鴇

訊

明
冶
十
七
年
の
産
菜
政
菜

)
国

'

営

み

た

る

も

の
は

今

日
依

魚

と
し

て
安

登

怒

り

だ
雄

79
番
移

新

に
移

り

其

外
貌

を

装

払
た

る

も

の

は
方

今

負

債

山

の
如

-

殖

允

倦

務

の
不

動

産

智
東

却

し

叉

は

之

A
J
負

債

の
抵

皆

ぎ
虜
す
』

に
蓋

れ

-
｡

是

『
人

民

賓

カ

に
臆

じ

て
各
自

其

生

活

の
度

を

進

め
た

る

に
非

や

し

て

1
時

の

風

潮

に
舞

じ

て
虚

構

の
外

貌

を
裳

払
た

る

に
職

由

せ

-
｡』

然

ら

ば
此

督

時

の
不

景

気

は
抑

J･t何
.の
原

因

よ

り
凍

h

L

か
O
.
是
賓

に
官

民

共

に
奮

家

の

蛮

束

を

股

し

て
偏

に
新

奇

の
事

業

に
熱

中

し

進

む

rJ
E
を

知

り

て
守

る

rJ
亡
を
知

ら

ぎ
わ

し

が
食

め
在

わ
い

而

し

て
編

者

は

此

不

長

束

の
原

田

の

1
と
し

で
通

貨

の
動

揺

を
鼻

げ

『
明

治

十

三

四

年

窮

物

債

は
銀

貨

だ
共

に
.頻

り

に
騰

貴

し
農

工

の
産

物

経

て
作

れ

ば

碓

て
御

あ

h
商

業

者

も

亦

従

て
任

入

る
れ

ば

従

っ

て
姦

あ

り
是

に
於

て

か
元

巽

原

料

の
意

在

ら

ん
)の
債

職

工

の
賃

銀

は
法

外

に
上

れ

h

終

れ

母

も

僻

は
農

工
商

共

に
利

あ

ri,
し

な

り
然

る

に
十

四

五

年

よ

り

物

慣

漸

々

下
落

の

微

を

顔

は

し

1
歳

在

ら

ず

し

て
非

常

の
低

落

を

致

せ

b

此

時

に
昏

b

農

工

の

有

す

る

所

は
高

低

の
元

質

PfJ
賃

銀

tJ
を

以

て
作

れ

る

も

の

在

ら
商

家

の
有

す

る
所

は

高

僧

に

仕

入

れ

た

る

も

の

な

h
是

に
於

い

て
農

工
商

は
俄

魚

手

を
収

め

y
動

か
ず

職

工

は

身

を

寄

す

る
所

を

失

ふ

に

至
れ

り

是

困

難

の

一
因

な

り
』

W
t
す

れ

せ

79
.僻

は

通

貨

の
動

揺

以

外

に

一
骨

根

本

的

在

る
産

業

組

織

上

の
問

題

あ

る

rJ
だ
真

壁

す
O

郎
ち

『
農

工
商

の
親

梓

立

た

き



る
拳
』

足

寄

-
0
,

『
凡
そ
民
｣業
は
法
梓

だ
慣

習

亡
に
依

り

て
之

を
束
制

す
る
に
非

き
れ

ば

其
鉄

序

を
整

理
す

る

能

偲

き
る
も
の

覆

り
故

に
錐

新

前

に
あ

-

て
は

最

も
慣

習

を
重
ん
じ
之

を
禰

ふ

に
法
梓

を
以

て
し
各
般

の
民
業

を
経

理
せ

h
維
新

後

に
至
h
萄

凍

封
建

の
弊

習

を
矯

正
せ

ん

が
虜

め
其
慣

習

W
法
律

富

の
良
否

を
問

は
す

悉

-
之

を

解
除

L

TJ
単

に
民

意

の
向

ふ

所

に
任

す
此

時

に
方

Jn
若
し
人

民

の
知
識

の
進

度
高

等

の
地
位

に
あ

ら

し

砂
は
各
自

慣

習

の
良
否

を
選
揮

し
其
弊

害

あ

る
79
の

を
除
去

L
其
巻

良

な

る
‥も

の
を
保
拝

し
以

て
串

糞

を
露
営

す

る
は
卒
然

覆

り

}J

錐

も
常

時
我

国

の
有
様

は
人

智

未
だ
此

に
至
ら
ず

し

て

一
に
政
府

の
為

す
朗

に
随

払
忽

ち
帝

上

の
風
潮

･,J
在

か
萄

雄

の
良
慣

習

も
共

に

一
掃
し

て
夏

に
嬢

る
所

な
き

に
至
れ

り
｡』

五

是

に
於

S
て
編

者

は
其
所

謂

『
奮
家

の
良

慣
習
』

の
磨

れ

た

る
革
質

を
説

-

rJ
と
詳
挙
り
5

左

に
其
代

表

的

在

る
文
句

を
摘
録

す
｡

『
地

租
改

正

は
賓

に
前

古

無
比

の
盛
拳

た
り
而

L

y
甲
は
之

に
龍

ぐ

に
地
券

の
登

街
あ

う

演

租

の
大
小

あ

わ
丸

を
此
三
者

は
明
治

政
府

の
特
典

に
し

て
其
徳
薄

の
農

民

に
及

ぶ
や
最

大

在

第
三
十
六
巻

(
四
九
t
)

論

筑

明
治
十
七
年
の
産
業
政
栄

第
凶
蹴

一
五



撃

二
十
六
.替

(四
九
八
)

論

説

明
治
サ
七
年
の
産
業
政
策

貧
拘
戟

]六

名
も
め

ど

S
ふ

ぺ
L
o誓
頗

る
に
農

業

の
反
別

も
収

穫

も
薯

し
き

曙
加

を
示

n
す
ん

で
ー
却

っ
て

農
民

に
困
窮

の
奴

あ

る
は
何

首

や
o
『桑

に
政
府

は

地
租
六
卦

1
を
液

ず

る

の
仁

政

は
却
ノウ

七

人
早

を
し

て
沓

伊

に
流
れ
し

め
詑

る

の
跡

あ

b
叉
地
券

を
馨
行
し

て
所
有

権
々

奥

へ
た

る
は

却

ウ
y
父
伊

の
巣

を
矢
は
し

め
た

る

の
跡

あ

よ

し
封

建

時
代

に
鹿
家
歯

糞

を
密

ひ

な
祭
じ
僅

か

に
工
業

を
虜

す

も
之

を
展
開
稼

ぎ
耕

し

て
之

を
専
業

だ
す
る
を
得

ぎ
ら
し

め
L
は

『
農
家

を
無

理
に
検
束

し

て
専
ら
新

穀
に
徒
事

せ
し

め
ん

が
褒

め

の
策

略

に
出

で
光

る
も

の
に
し

て

今

日
之

を
適
用

す

べ
き

に
あ

ら

ざ
れ

哲

も
農

は
専
ら
農
業
.を
勉

め
商

は
専

ら
商

業

を
営

み

各

其
勉

&
.
べ
き

の
道

を
表

し
た

る

に
至
･｡
て
は
曙

に
分

業

の
理

に
適
せ

り

W

い
ふ

..t
L
.

然

る

に
近

凍

の
農
家

は
各
自

新

態
勢
苦

し

y
得

る
桝

の
金

員
は
年

々
足
数

あ

る
に
よ

ら
商

業

の

7

拳

し

て
数

十
金

を
得

る
を
羨

望
し

て
所
有

の
田
畑

を
抵
皆

だ
し

て
借

金

し
そ

商

業

に
徒

事

す

る
も

の
あ

jJCh
｡』

『
叉

地
租
未

納

の
時

に
あ

b

て
は
犬
鷲

不

良

在

る
も

の
は
買

約

に
発

つ
る
能
は

き
る
を
以

で

l
股

に
良
種
を

選
み
且
培

養

に
カ

を
鼓

し
乾

燥
俵

造
り
等
最

も
挫
意
せ

り
故

に
久
債

に
耐

へ

蓮
鹿

に
適
せ

き
る
覆
し
.』

然

る

に

『
地
租
金

納

だ
7万･6
り

て
此
‥検
束

を
放

し
各
自

の
収

穫
米

を
銘

々
紋
責

す

る
に
普

ち
米
質

乾
燥
俵

造

り
等
忽

ち

粗
悪

の
野

を
生
じ

た

り
.』



『
工
は
鷺

凍
倍
達

,̂J
披
借
着

bj
の
問

に
約

束
を
結

び
其
風
習

は
斐
鰹

に
よ
h

t
趣

を
異

に
す

る
も
常
萄
慨

を
存
じ
法
律

AfJ
其
勢
力

を
等
し
ふ
し
厳
然

犯

す

べ
か
ら

き
る
も

の
在
h
L
が
維

新
嶺

嘩
陳
智

を
破

醸
し
借

主

の
破
傭

潜

に
於

は

る
師

匠

の
弟
子

に
於

け

る
恰

か
も

日
雇

の
如

き

有
様

か
在
か
被
傭
老

及
弟
子
披

見
負

数

の
薦

め
に
億
役

に
服

す
る

の
思
想
を
抱
き

偏

に
貸

銀

の
多
き
所

へ
め

み
逃
げ

去
ら
A

E
L
心
志
常

に
定
せ

ら
ず
』
･
叉

『
倍

速
師
匠
光

る
も

の
も

各
自
兼
務

の
繁
忙

有
る

亡
き

は
種

々
樺
誌

を
運

し

て
他

の
被
傭
者
及

弟
子

を
誘

払
其
開
院

の

時

に
於

て
は
事
故

を
設

抄

七放
逐

せ

ん

ど
す
』
.
是

工
糞

の
衰

退

を
招
き

た

る

Y一
甲

在
h
｡

●

句
組
敷

濫
造

の
弊

を
生
じ

た

る
は

)
時

に
検
束

を
解

き
光

る
に
困

る
』
･
ビ
覆
し
感

に
同
業
組

合

の
萄
慨

の
磨

れ
た

る
を
喫
せ

り
O
,
其
二

例

だ
し

て
江
州

の
窺
縮

緬

の
夢

を
鼓

す

る

一
段

に

臼

-

『
往
時
織
屋
聴

寄

る
.も

の
あ

ら
之
を
所
有

す
る
に
あ

ら

き
れ
ば
梅
屋

だ
在

る

TJ
空
を
得

ず
其
棟

は
長
窺

望

手

六
線
近
傍
材

々

に
百

四
十
八
株
食

せ

V
百

八
†

四
棟
あ

り
蘭
屋

竺

同
協
議

の
上

伸
問
申
金
裁
定

な

る
も

の
を
伸

-
各
之

を
確

守
し

て
初
犯

き
5･
る
も

の
在
b
著

し
之
を
犯

す
も

の
あ
れ

ば
寛

畷
せ
ず
其

l
例

を
馨

ぐ

る
に
或
時

長
演

の
接
尾
某
申
骨

塊
足
を

犯

J
酸
草

に
俵

も
評
議

の
上

三
十

日
間
営

業

を
停
止

せ
り
共
時
畏
践

三
十

五
軒

の
紹

屋
之

を

僻

み
其
連
細

君

の
為

砂
に
各

一
日
づ

ヽ
休
発
t

y
荘
傍
相

身

の
仲
間
ぺ
宥

免

を
琴

払
琴

jh
T此

璽

-軍

米
食

(
財

盈

免

)

漁

釈

塀
漁
や
港
帝
@
･農
薬
勝
繁

多
甑
賂

山鹿



璽

二
十
六
馨

(玉
O
O
)

醜

説

明
給
十
七
年
の
虚
業
政
文

幕
内
沸

)
A

の
如

-
厳
戯
違

犯
者

を
魔
界

L
y
亦
同
業
細
救

ふ
毎

慣
嚢

を
姦

し
専
ら

品
質

を
精
巧

に
し

て

世
人

の
借
用

を
飼

う
し
た

も
』｡

商
発

に
就

七
も
株
式

砂
制

限
及

之

に
依

っ
て
生
ず

る
常
得

意
閉
め

借
用

の
効
果

大

在
h

L

こ

と
を
認

め
で

臼
-

『
碁

敵

の
頃
江
戸

大

阪

に
於

て
菱

垣
問

屋

掌

御
め
諸

問
屋

の
藤
式

制

限

を
設

け

又
薯

し
き
物
貨
東

男

の
媒

介

を
属

す
仲
川只
の
制
限

を
淀

め
問

嵐
仲

ml只
各

其
舟
を

守

り

三

警

只
に
徒
事

し
た

り
紋

に
生
嵐

者
等
自

己
製

造

の
物
品

を
坂
東

せ
ん

だ
す

る

W
さ

は
得

意

の
降
屋

に
就

て
共
販
責

を
委
託

し
内

金

を
借
用

す

る

を
得

て
各
自

産
業

の
資

金

を
敵

通

し
問

屋

は
必
ず

仲
買

を
鼠

三

男
卸

し
而

し

て
其
代
金

の
取
立
を

網
漁

し金
融

の
薦

め
販

路
り
泣

滞

●

.L-
畝

か
ら
ん

rJ
亡
を
計

り
仲
買

は
之

&
.需

要
者

に
撃

員
し

五
節

句

鼠

は
盆
碁

の
絶
筆

だ
翁

す
此

の
如
-

生

産
者

キ
-
需
要
者

の
手
に
落

つ
る
ま

で
数

回

の
裏

買

竪
経

る

為
替
常
轟

音

の
信

用

食

像

を
以

て
其
取
引

を
虜

し
軟

で
説
金

を
要

せ
ず

し

て
蓮
極

を
琴

す
∧払
得

た

ら
』
,

然

る
に
維
新

の
際

官
尊
革

新

の
勢

に
乗

じ
検
束

の
制

1
時

に
克
解

せ
し
ょ

b
商
品

の
鼠
位

錐
徹

し
尺
帳

不
定

ぜ
忍
b
信

用

は
磨
れ

販

路
梗
塞
し
萄

寒

の
営
業

者

も
新

超

の
読

寧
者

も
共

勝

れ

W
有

b
し
な
h
｡



大

曲

の
如

き

温
風

の
時
期

に
際

し

政
府

は
極
力

産

業

の
振
興

策

にこ
意

を
用

払
た
れ

哲

も

『

勘

衆

其

数

寄

か
-

し

も

の

は
其

皆

を
得

ぎ
h

L

に
因

る
』

だ
為

し
特

に
士

族

に
封

す

る
政
策

に

就

い
て
温

べ
た

h
｡

明
治

五

六

年

の
頃

士

族

の
家

線

番
還
々

願
出

,,,O
る
牛

の
Ji1
射

し

･O

l
藤

に
ゴ

千

六
百

高

風

を

下
附

し

て
摩

糞

を
督

ま

し

め
ん

芭
し
東

野

治

十

l
年

7
酸

に
金

藤
盈

債

を
下

附

せ

ら

れ

L

を
金

華

士

族

の
手

に
草

本

の
落

ち
し

屯
ゐ

賞

に

｢
億

七

千
'蕗

敵

の
多

き

に
連

せ

,b
O
由

し

耳

数

年

の
象

飯

に
士

族

の
各

値

を
所

有

す

る
も

の
十
や

讐

二
二
に
過
ぎ

ぎ
ーる
は

何

ぞ

や
o
『
士

族

は
文

を
静

年

式

を
勝

-

の
苑

僚

念

有

か

り
L

に
廃
藩

資

採

取
療

観

に
主

の
常

職

を
解

き

又
俄

に
発

静

を
贋

し
金

藤

だ
覆

し

次

で

之

を
ゐ
債

謹

書

に
代

へ
夏

に
其
裏

買

を
自

由

に
し

て
農

に

工

に
商

に
各

其

望

む
所

に
鯨

し

て
他

日

の

生
計

を
立

て
し

め
ん

で

し
た

る

も
如
何

せ

ん
不
慣

ゆ
専
要

な

る

に
依
h

悉

-
鼻

資

本

を
失

払
或

は

徒

ら

に
酒

食

の
東

砂

に
金

を
登

消

し
数

百
年

率

拳

成

せ

る
稀

紳

緒

耗

し
蓬

に
怯
其

生

計
を

顧
･す

忠

孝

の
大
鑑

を
忘

れ

政
治

上

の
談

論

に
熱

申

し
』

我

固

カ

を
衷

萎

せ

し

む

る

に

至
れ

･ih
O

多
三
十
茶
聴
ノ

(さ

一
)

姶

筑

昭
治
十
七
年
の
薮
莱
政
鷺

節
四
戟

一
九



準
至
芸
感

二

五
〇
二
)

静

説

明
粕
や
セ
年
の
鹿
瀬
政
菜

碍
四
沸

二
U

･∵
党
政

麻
誠

r
詔
開
墾
牧

畜
等

の
虜

妙
に
貸
輿
せ
し
金
額

は
商

法
司
通
商

司
以
凍

明
治

十

l
年

華
や
に
灯
ケ
四
千
嵐
碗

な
れ
哲
も
琴
起
業

の
目
的

を
達

し
返

鰍

の
温

立
ら

し
も

の
は
像

か
に

翠

に
過

ぎ
ず
'是

必

覚
事

業

の
創
始

に
係

る
も

の
に
貸

興
せ

し
故

の
み

な
ら
ず
多

-
は
方

法

の

良
有
事

準

の
如

何
を
問

は
ず
妄

h

に
不
･.慣

在

る
新
事

業

を
焚
施

し
允

か
に
坐

す
る
も

の
畝
と

編
拳

は
此

に
明
準

初
年

の
産
菓
改
発

の
眼

目
た

る
模
範

工
場
模
範

農
場

の
成
敗
功

過
を
冷

す

べ

き
個
岸

在
れ
哲

も
此
革

に
就

て
は

〓

1D
も
哉

す

こ
と
な
し
｡

･

免

れ
哲

も
民
間
草

葉

に
就

学
.'
『資

杢

む
事

業

だ
釣
食

は

5Tu
る
事
』

を
否

寄
り

と
L
t文
革

仙
近

銭
蓬

の
痢

盲

奉
げ

て
資
.本

固
定

の
不
利

在

る
を
産
顕

す
畠

傾

向

よ
り
見
れ

ば
明
治
初
年

に
偏

に
西
洋

の
進
歩
せ

る
企
糞

泉
移
植

せ

ん

だ
し

光

る
の
政
弘
を
認

め
'之

よ
り
糟
じ

て
常
雄

の
小
農

小

工
小
筒

を
扶

按
誘
導

す

る
の
政
策

を
執
ら

ん

だ
す

る
に
垂
ら

し
在

ら
ん
O

此
意
味

に
於

い
て
本
番

は
明
治

の
産
業

政
策

の

一
線

機

監
代
表

す

}J
見

る

べ
き

在
り
｡

大
久
廃

利

通

が
征
韓

論
者

を
政
府
よ

i
逐

出
し

て
自

ら
内
務
卿

の
要
職

に
就
き

し
時

還

塵
を

厚
賭

し
民
業

を
振
励

す

る
』

の
急
務

な

る
を
生
坂

し
'ま

}J
し

て
樹
盤
疲

畜
虚

工
商

を
発

願

で
る
串
'山
林
保
存
樹
水

栽
培

の
串
､地
方

の
取
締

を
整
備

す
る
串
､海
運

の
蓬
を
開
-
串

の
四

簡
健
を
潜

行
せ
ん

だ
し
溌

ら
し
が
東

方

法
は

山
方

に
は
官
渡

を
海

外

に
荻
遺
し

叉
.は
外
人
願



闘

せ
蒋
用
TJ
威

輝
自

ら

ユ
毎

儀
場

を
設
抄
､樽
覧

倉

を
催
し
'拳

硬

を
開

-
等

日
新

の
知
識

を
普

及

す

絹
七
=

魔

物
'又
他

9

)嘉

に
は
民
間
事

業
家

に
資

金

を
供
給

す

る

の
手
段

を
取

｡
海
運

に

就
蓬
t
Jは
享
菱
倉

敷

に
莫

大

在

る
助
成
金

を
輿

へ
し
如

-
他

の
諸
産
業

に
封
し

て
も
盛

に
蛮

金

の
貸
壌
叉

は
補
給

h
J
為
し
た

h
O

『
興
業
意
見
』

の
編

者

の
言
七
倍

れ

ば
産
業

の
滋
義

､物

AJ

瀞
す
rT
t
急

に
L

y
其
輪
生

法
に
.は
未
だ
洗

-
注
意

せ

き
ら
し
が
如

L
o

大
久
保
利
通
俸
(勝

申
海

蘭

書
)ii
大
久
鹿

が
内
藤
新

宿

の
養
鷲
試
験

所
長
佐

々
末
長

浮

に
語

b
L
所

と
し

て
次

の

言

草
倦

[
中

り
｡

月
,y
J
『麓

林
業
を
し

て
民
間

に
登
達
せ
し

む
′る
七
は
大

に
誘
導
保
護
奨
励

の
準

を
閲

か
溝
や

べ
ふ

ら
ず
'然

る
に
若
し
妄

り

に
干
渉

を
以

っ
て
せ
ば
同
業
膚

の
樺
利

を
失

は
も

ゆ
粛

商

を
戯

底

せ
し

め
'国
勢

A
J
徒
費
L
t外
人

の
誠
を
招

-

の
虞

あ

ら
'依

っ
て
誘
導

保
-護

奨

励

だ
干
渉

て
S
層
別

を
明

か
に
し
彼
是

混
同

せ

き
る
JAJ
要

す
』

莞

此

三

日
は
異

に
断
片

ij
七
七

大
風

偶

の
異
意

嘗

1
解

す

る
に
足
ら

き
れ
哲

も
'明
治
十
七
年
以

前

の
政
策

が
慶
糞

防

/

長
嵩

丁
方

に
蒔

き
弊
亨

の
取
締

に
疎
な

る
も

の
あ

-
L
は
革
質

7万{
る

べ
し
｡

七

個

浅
め

調

査

に
塞

き
政
府

の
行

ふ

J,(
き
養
鰻

的
施

設
は

『
方
針
』

の
農

に
記
載
せ
ら
れ
'腰

背
三
十
六
巷

八
五

O
三
)

翰

訊

噸
拍
十
七
年
の
産
業
政
策

発
句
鋭

二



第
三
十
六
怨

(五
〇
四
)

払湘

説

明
冶
十
七
年
の
塵
弟
政
宋

第
四
幼

二

二

制

を
整

理
す

る
方

法
九
件
'農
事

の
改
進

を
助
-

る
方

法
十

二
件
'内

閲
商

業
功

秩
序
tを
盤

ふ

る

滅
法

十
三
件
､外
国

貿

易

の
進

路

を
皆

窮

す

る
方

法
人
件
.H
菜

の
秩
序
‥を
整

ふ
る
方

法

三
件
ゴ

薮

の
改

進

を
助

-

る
方

法

十
六
件
､農
商

工
施
務

の
機
関

を
整

理

す
る
方

法
七
伸
度

商

工
業
者

の
精
神

を
奨
施

す

る
方

法

三
件
.北
海

道
移
住
者

を
奨
願

す

る
方

法

叫
倖

あ

り
｡

産
業

の
改
進

七
関

す
る
も

の
～,
し

て
は
試
験

所
'調

査
所
嘘

列
所

の
設

置
'撃
校

の
琵
聴
'巡

廻
教
師

の
派
遣
等

を
童

だ
し
､秩
序

整

理

の
溝

法

だ
し

て
は
農
業

の
部

に
小
棒

健

例

の
制

定

あ

,o
t工
業

の
部

に
職

工

及

徒
弟
健
例

の
費
布
､工
場
樺

の
制

定
あ

り
'商

菜

の
部

に

至
C

て
は
陶

業
粗
食
憶
例
'問

屋
健

例
｣馨
票
保
倉

犠
例
'倉
敷
憶
例
'保
険

修
例

の
教
布

並

に
連

綿
及

茶

の
検

査

所

の
設
置
あ

b

て

1

1
之

を
説

-

に
違
あ

ら
ず
｡

中

に
就

き

本
番

の
結
論

u
し

て
長
束
要
有

る
は
同

業
粗
食

の
設

置
在

る

.I(
-
'明
治
十

七

年
に
教
布

せ

ら
れ

現
今
歯

数
カ

を
有

す

る
同
業

粗
食
準

則
は
此
方

針

を
質

現

し
た

る
も

の
在

る

rJ
u
明

か
在
h
｡

岡
乗

組
食

に
関

す
る
本
番

編
者

の
意
見

は
頗

る
積
極

的

在

る
も

の
に
し

て
奮
癖

の
株
式
伸

陶

に
近
さ
機

能
を
生

せ

し
め
A

w
L
た

る
が
如

し
｡

例

へ
ば
同
業
粗
食

催
例

だ
共

に
問
屋

健

例

を
設

け
'凡
を
問
屋

紘
官

許

を
受

け

tTu
れ
ば
営

業

す
る

fJ
W
蘭

は

き
る
も

の
だ
し
'且
製

産

老

来

は
同
発

着

玉
名

以

上

が
其
業
務

に
霞
凍
み

る

rJ
g
を
保
護

す

る

TJ
だ
及
同

地

に
ニ
i
衝

年
以



遭
定
任

せ

る

き

し
の
榛

件

を
定

吟
た

る

が
故

に
問

屋

粗
食

は
或

程
度

ま
で
濁
右

を
保
護
せ
ら

畠

J
乙

と
ヽ
在

る

べ
し
｡

叉
職

工
僚
例
'徒
農
機
例

は
借

着
被
傭

審
問

の
契
約

及
其

履
行

を
取

飾

る

べ
き

も

の
に
し

て
此
等

規
定

の
賓

施

に
就

い
て
も
亦
同

業
粗
食

の
カ

に
依

る

こ
じ
を
期

傭

し
た

る
が
如

し
.

屈

し

て
牝

に
特
筆

を
要

す
る
は
外
囲
輸

出

に
閲

し
開
糞
飽
食

の

7
大

聯

舟

を
組
織

せ

し

め
之
を

以

て
貿
易

政
策

の
憲
要
機
陶
…允

ら
し

め
A

w
L
光

る

rJ
.,)
在
R
｡

即

ち
此

各
層
同
業

者

の
聯
食

圏
鰻
は
海

外

の
要

地

に
大
商
店

を
経
脅

し
組

各
員

の
委
託

す
る
物

品

の
坂
東

を
食

す
も

の

だ
し
'粗
食
員

の
支
沸

ふ
手
数

掛

を
似

て
商
店

h
l維

持
す

る
髄

は

ざ
る

場
合

に
は
政
府

エ

h
其

不
足
を
補
給

す

る
の
纂

覆
り
O

ru
仇
ば
若
し
此
寒

に
し

て
賓

現

さ
れ

し

ぎ
せ
ば
十

六
七
笹
紀

に
於

け

る
英

観

の

レ
ギ

エ

レ
ー
テ

ツ

ド
･
コ

ソ

メ

ェ
ー

ビ
現
今

の
駁
裏

組

合
聯

合
骨

だ
を
簸

沿
る
所

lの

l
組
織

を
鬼

た
る
な
ら
ん
.

同

業
粗

食

が
此

の
如
き

活
動
的

機
関

の
基
礎

だ
し

て
紛

ら

七
薄
弱
な

る

べ

き
は
今

日
よ
り
鬼
宅

論
を
供

た

ぎ
る
所

在
れ
合

も

督

膝
我

国

の
貿

易
商

が
極

妙
て
幼

稚

に
し

て
漁

況
取
引

が
悉

-
開
港
場

の
居
留
外

商

に
依

つ

y
左

右

せ
ら
れ

L

rJ
だ
は
昏

局
者

の
憤

慨

に
鱗

へ
ざ
る
朗

在

り
し
が
故

に
蓬

に
此
容

怨

に
走

b
L

rJ
E
を
推
測

す
る

に
難

か
ら
す
｡

炎

に
所
謂

F.槍

束
』

政
策

切

一
法

!}J
L
て
主
張

せ
ら
れ

L
は
商

品
検
査

所

の
設

置
在
も
0

聾

一尊

貴
奄

(
五
〇
五
)

漁

訊

機
軸
十
七
年
の
凝
集
改
発

葬
儀
壊

二
三



聾

者

釆
金

宝
望

笠

曲

寵
弼

爾
鞄
や
七
鍵
磯
蕗
親
政
繁

簡
潮
解

二
鰭

本
書

の
穐
秦

と
し

て
は
生

糸

検

査
所

を
構

緒

に
設
け
'茶

の
検

査
所
を
構
犠

及
紳
月

に-
琵

-

る

に
あ

b
.

而

し

て
茶

にこ
就

い
て
は
翠

に

『
検

査
所

の
検

査

を
虜

し
た

る
も

の
は
瑞
位

等
顔

の

詮
状
を

附
輿

す
る
率
』

だ
す

る
に
止

る
も
､生

孫

に
就

い
て
は

『
検

査
所

を
茶

gb
る
-も
の
は
海

外
捻

出
を
許

n
5
る
串
b

w
あ

-～
y
所

謂
粗
製

濫

造

を
防
ぐ

に
強
制

手
段

を
用

ふ

る

の
意

あ

る
を

明

か
に

せ
O
｡

是

亦
常

時

の
官

僚

が
自

由

競

寧

よ

う
生
す

る
弊
害

を
矯

正
す
る
に
熱

心

な

b
L

こ
ぞ
を
示

す
､も

の

と

い
ふ

べ
L
o

要

す

る

に
明
治
政
府

の
産
黄
政
策

の
任
務

は

l
南

に
於

s
v
近

世

欧
洲

の
資

本
的

大
金
糞

を
移
植

す

る

と
英

に
他

の

l
両

に
於

い
て
現
有

の
小
規

模

在

る
農
工
商

兼

を
扶
捺

し

て
常

時

各
港

別

々

に
維
持

せ

ら
仇

た

る
組
織

&
.草

に
国

民
的
基

礎

の
上

に
再

稔

す

る
に
あ

ら
｡

而

し

て
政
府

は
創
業

の
ヰ常
勃
せ

づ
第

Z
の
方
面

に
努
力

し
た

b

L

も
第

二

の
任
務

に
就

き

Y
は
未

だ
珠
4-
考

ふ

る
所

有
し
却

ウ
y
隣
家

の
統

7
'四
民

卒
等

の
欝

現

に
伴

っ
て
生
じ

た

る
鹿
茸

上

の
深
嵐

を
救

ふ

に
追

あ
ら

き
ら
し

が
､明
治

十
七

年
前
後

に
至
り

で
政
治

上
の
反
敬
期

に

入
る

W
共

に
産
業

上

に
も
亦
所

謂
検
束

の
法

に
依

っ
て
秩
序
快
復

の
兼

に
着

手
し
た

b
L

t
w
AJ

知

る

べ
し
｡

唯

番
人

の
研
究

は
僻
は
極

め
て
不
備

に
し

て
断
集

の
不
精

確

在

る

を
退
城

だ
せ

き

る
髄

は

診
る
も

の
な
わ
｡

｢
九
二
四
竺
二
月
十
三
月
璃
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